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研究成果の概要（和文）：生物多様性の損失は、最も緊要な地球規模の環境問題である。市民科学は生物多様性に関す
る科学、市民教育、環境保全の３つの要素に資する新たな統合的な分野である。市民が科学研究のプロセスに関わるこ
とで、ビッグデータの収集も可能となっているが、日本では市民科学はほとんど進展していない。本課題では、国内外
の連携により、市民科学に必要な要件や手法を確立し、多様な連携による市民科学のモデルを実践した。

研究成果の概要（英文）：The loss of biodiversity is the most urgent global issue to be solved. Citizen 
science(SC) is an effective approach to tackle with this issue. SC has contributed in the field of 
science, environmental education and conservation. The rapid development of information technology during 
the last decade has opened a new horizon to SC. However, in Japan ,SC has not fully recognized the 
significance and potential of SC.
We define SC as engaging the public in a scientific study. This study aims to review the history of SC in 
Japan, the USA and the U. K. and describe pioneering case studies of SC in research, education, and 
conservation by hearing the organizers of the projects. This study established the framework of citizen 
science and implemented or improved several case studies by emphasizing the importance of control of data 
quality, evaluation of the program and integral approach of science and human systems in citizen science 
projects
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１．研究開始当初の背景 
(1)生物多様性の減少は地球規模の環境問題
の一つで、その解決は緊要な課題である。し
かし、2010 年に名古屋で開催された生物多様
性条約の締約国会議（COP10）では、「生物多
様性の減少速度を 2010 年前までに顕著に減
少させる」との 2010 年目標を達成できなか
ったことが明らかにされた。 
 我が国はCOP10で採択された愛知目標の達
成に向けたロードマップを作成し、2012 年
10 月「生物多様性国家戦略 2012」（環境省、
2012）を公表した。その中で、日本の生物多
様性の 4 つの危機（人間活動や開発の危機、
里地里山など人間活動の縮小による危機、外
来種による危機、地球温暖化の危機）を克服
するために5つの課題に取り組むことが最優
先事項であることが示された。その課題とは、
①生物多様性に関する理解と行動、②科学的
な知見の充実、③担い手との多様な連携、④
生態系サービスでつながる「自然共生圏」の
認識、➄人口減少などを踏まえた国土の保全
管理、である。  
 本研究課題では、これらの課題のうち、1)
～3)を克服するための新たなアプローチと
して、日本での市民科学の確立と市民科学の
手法と保全生物学、環境保全教育のアプロー
チを用いて生物多様性の課題解決型の環境
教育プログラムの開発と実践をおこなうこ
とを目的とした。 
 
(2)市民科学とは「市民が科学研究の多様な
プロセスに参加すること」との定義が国際的
にも定着しつつある。多くの市民が市民科学
に関わることで、科学者や行政の空間的およ
び時間的にも限定的な調査・研究を補完する
ことで、より広域的、長期的な環境の変化、
生物多様性の現状把握を行うことが可能と
なり、市民が生物多様性に関する新たな科学
的知見の集積に貢献することが可能となる。 
 さらに、市民が研究のプロセスに直接関わ
ることにより、生物多様性に関する理解が深
まり、問題を解決するための意欲や行動にも
影響を与えるため、市民科学は市民の科学教
育、環境教育、生涯教育、社会教育としての
意義もある。また、得られた成果を環境保全
へとつなげるための多様な連携へと発展す
ることが可能である。 
 このような市民科学のもつ多面的、統合的
なアプローチは、前述した「生物多様性国家
戦略 2012」で生物多様性の危機を解決するた
めに５つの課題の３つに取り組むための新
たな分野として国際的にも注目されている。 
 しかし、日本では、市民参加型調査は長い
歴史を有し、その意義も大きいが、上述の意
図を持った市民科学の取り組みは欧米と比
較して、進展していないのが現状である。本
研究課題では、日本に新たな市民科科学を構
築することを目指している。 
 
２．研究の目的 

  上記の３つの課題に取り組むために、以下
の７つを目的として掲げた。 
 
(1)過去 10年間に市民科学が急速に進展した、
米国と英国の市民科学の既往研究から、日本
への適用が可能な要件や優れた事例を抽出
する。 
 
(2)市民科学の新たな進展に先導的な役割を
果たしている米国と英国の大学、博物館、NPO
を訪問し、優れたプロジェクトの企画や実施
手法などについてのヒアリング調査を行う。 
 
(3)国内外の連携により、従来の日本の全国
レベルの市民参加型生物調査の優れた点と
共に、多様な課題（目標の明確化、精度の高
いデータの取得、継続性、まちづくりや行政
の施策との連動）を克服できる手法の開発、
市民参加の仕組みづくり、国際標準化につい
て議論を深めることを目的として、米国およ
び日本の学会にて、国際シンポウム、ワーク
ショップ、企画集会を開催する。その成果を
学会発表および国際誌に発表することによ
り、得られた知見を広く公表する。 

 
(4)市民からインターネットで寄せられる膨
大なデータを研究に活用できるweb情報シス
テムを開発することを目的とする。市民が収
集したデータを web 上に集積し、情報の共有
化を可能とする情報システムを構築し、運用
する。開発にあっては、多様な市民科学プロ
グラムで使用が可能な汎用性のあるwebシス
テムを構築することを目的とする。また、市
民科学教育プログラムを企画する企画者向
けのwebマニュアルとプロジェクトの参加者
向けのマニュアルを作成する。 
 
(5)市民科学を用いた生物多様性保全教育プ
ロジェクトを企画する。緑のまちづくりのプ
ロジェクトでは、プロジェクトの実施前に町
内会の全世帯を対象として、参加者の属性、
緑のまちづくりや生物多様性に関する関心
や意欲に関する社会的調査を実施し、参加者
のニーズを明らかにする。 
 
(6)プロジェクトから得られたデータを多面
的な手法を用いて解析し、市民科学による科
学的な成果を明らかに、学会発表や学術論文
としてその成果を公表する。また、全国規模
の生き物調査については、プロジェクトの企
画団体、大学、学生が協力して、web に寄せ
られたデータの精度を挙げるための改善策
を検討し、その手法を学会で発表する。 
 
(7)市民科学プログラムの企画・運営に学部
生と大学院生が研究・教育の一環として、参
加する手法を導入し、環境人材の育成支援を
行う。 
 
３．研究の方法 



 研究目的を達成するために以下を実践し
た。 
 
(1)プロジェクトの組織・運営体制を構築し
た。 
 
(2)市民科学を確立するための海外の既往研
究に関する文献の収集を、研究協力者、書籍、
インターネットにより行った。 
 
(3)市民科学の進展に先導的な役割を果たて
きた米国のCornell Lab of Ornithology(CLO:
コーネル大学鳥類研究所)の市民科学部門の
代表である Janis Dickinson 教授と同部門の
本課題の協力研究者らと連携し、日本の市民
科学確立のための相互の大学研究室での訪
問を通じた討議、研究協力、国際ワークショ
ップの開催を準備した。 
 
(4)研究分担者の大谷教授は、データや情報
の集積・共有化、送受信のできる汎用性のあ
る web 情報システムを構築し、プロジェクト
の企画者用および参加者用のマニュアルを
作成し、利用者の意見を取り入れ、改善版を
作成した。 

 
(5)環境教育プロジェクトの開発と企画立案
を行った。平成 26 年度以降は、安定した組
織体制と情報共有システムの運用を可能と
し、実現が可能である市民科学のプログラム
を実施した。最終年の平成 27 年度には前年
の評価による改善プロジェクトの実施と本
研究課題のとりまとめ、成果発表を行った。 
 
４．研究成果 
 目的および各年度に掲げた計画に沿って
以下の成果を得た。 
 
(1)プロジェクトの組織化・運営 
 平成 25 年度(2013 年)は研究代表、研究分
担者、協力者との協議により、研究課題達成
のためのプロジェクトの組織化と運営体制
を確立した。 
 
(2)市民科学に関する海外の既往研究、優れ
た事例研究の抽出 
 2013 年に米国で開催された市民科学の学
会や 2013 年と 2014 年の北米環境教育学会に
参加し、また市民科学に関する発表をして得
た情報や市民科学の書籍を通じて、米国の市
民科学の事例を詳細に検討した。また、2014
年 3 月に CLO と California Academy of 
Science,および NPOの現地調査や関係者への
ヒアリング調査を行い、米国の優れた事例の
詳細を明らかにした。 
 
(3)米国学会での日米の市民科学の確立と国
際連携のためのシンポジウムを企画・実施 
 2013 年に米国（Baltimore)で開催された北
米環境教育学会において、市民科学の成立要 

件と課題把握を目的として、米国と日本の市
民科学、環境保全教育の関係者によるシンポ
ジウムを企画し、実施した。 
 
(4)市民科学の確立と国際シンポの開催 
  米国での市民科学の発展に先導的な役割
を果たしてきた米国の市民科学研究の第一
人者である Janis Dickson 教授を 2014 年 3
月に日本生態学会と連携して招聘し、日本で
の新たな市民科学の確立を目的とした国際
シンポを開催した。また、Janis Dickson 教
授を迎え、市民科学の実践に向けた日米の市
民科学のワークショップを開催した。 
 
(5)市民科学の情報を収集できる汎用性のあ
る web システムの開発と構築 
平成 26 年度に市民科学プログラムのため

の web システムを開発した。本システムは、
画像や質問項目等を調査の目的に合わせて
自由に設定することができるため、調査対象
に関わらず、さまざまな市民科学のデータ収
集に使用することができる。また、構築した
市民科学のwebシステムを活用できるように、
マニュアルを整備した。作成したマニュアル
は、システムを導入する際のサーバの設定と
調査項目等の設定方法について記載した2部
からなる。 
 

(6)全国規模の「お庭の生き物調査」のデー
タ精度をあげるための改善 
 「お庭の生き物調査」は、市民参加型プロ
グラムであるが、データシステムを改良する
ことにより精度保証や情報の集積を可能と
する web システムを構築した。 
 
(7)市民科学プロジェクトの企画と実施 
 異なる空間レベル市民科学プロジェクト
を立案し、実施に向けた現地調査を行った。
その結果、大学と地域の住民主導の緑のまち
づくりプロジェクトと全国レベルでの「お庭
の生き物調査」を主な対象として、多様な実
践を行った。 

 
(8)市民科学の調査に参加する住民の社会的
な側面の評価 
 市民科学プロジェクトの評価手法につい
て広く文献を収集し、検討した。 
横浜市の緑のまちづくり事業が実施され

ている牛久保西地区の全地域住民（800 世帯）
を対象としてアンケートを実施し、住民のコ
ミュニティへの関与度や愛着が緑化意欲に
与える影響について解析し、その結果を査読
付き論文に投稿した（桜井ら、2015）。 
 また市民調査の課題として、若い世代の参
加が少ない事が指摘されているため、大学生
へのアンケートにより、大学生の自然環境保
全活動に対する意識と参加意欲を明らかに
し、その成果を論文にまとめ発表した（桜井
ら、2015）。その成果をプロジェクトにも反
映した。 



 
(9)「緑のまちづくり事業」に生態系管理の
ために市民科学のアプローチを導入した。そ
の成果を査読付き論文にまとめた（小松ら、
2015）。 
 
(10)全国規模の「お庭の生き物調査」の市民
のデータの解析 
全国規模の「お庭の生き物調査」に参加し

た全国の市民により収集された過去5年間の
生物データと庭とその周辺の環境要素につ
いて解析し、その成果を査読付き論文に投稿
した(小松ら、2016)。また、Web 機能を用い
た市民科学による5年間の個人住宅の生物調
査のデータを、機械学習を含めた多様な方法
を用いて解析した。その結果、庭の生物と庭
の環境要素との関係性を明らかにでき、庭の
改善策を提案した。 
 
(11)国際・国内連携による市民科学の構築の
ための論文投稿 
 平成 24 年 3 月に開催された日本生態学会
での国際シンポジウムの成果に加え、米国、
英国、日本の 11 名の市民科学の第一線の研
究者での共著で、これら３カ国の市民科学の
歴史、現状、成功事例、今後の課題などを整
理し、国際誌に発表した（Kobori et.al.2016）。
本論文は、Springer 社の｢2015 年の世界を変
える必読論文 100｣に選ばれ、本研究の成果と
市民科学の総論が国際的に優れた評価を得
た。 
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